
個

人

の

専

厳

と

意

思

決

定

ｔ

尊

重

す

る

『地
域
福
祉
権
利
擁
議
事
業
』
言
常
生活
自
立
安
鎮事
３

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
と
は
、
加
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
上
の

判
断
が
弱
ま

っ
て
き
た
方
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
、
金
銭
管
理

（
料
金
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
）
、

書
類
の
預
か
り
な
ど
を
お
手
伝
い

（
援
助
）
す
る
事
業
で
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

除

雪

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

『大
仏
雪
き
る
障
』
隊
員
の
暮
集
に
つ
い
て

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
酬
の
ガ
０
障
が

―′、
―
湘
Ｊ
Ｏ
ｇ
月
の
家

屋
の
周
辺
や
窓
付
近
な
ど
の
除
雪
と
、
声
か
け
を
行
う
、
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア

『
大
仙
雪
萩
る
隊
』
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

厳

し
い
冬
が

少
し
で
も
明
る
く
な
る
よ
う
に
手
助
け
を
す
る
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

（
年
に
数
回
の
活
動
で
す
）
。

※
申
込
は
社
会
福
祉
協
議
会

南
外
支
所
ま
で
。

『
大
仙
雪
ま
る
隊
』
へ
の

た
く
さ
ん
の
方
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す

●
策
罐
市
役
余
薇
鸞
繭
鼈
翁

餃
欝
蟷
蛯
隕
藉
瘍
ホ
徳
儡
蜻
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儀 洵‥ J凄
嗣 輌

ガ雌n,時事オ日 11§
(ぬくもりの徹つ

電 話 0187-74-2097
FAX 0187 74 2001

ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン

『
め
く
も
じ
サ
ー
タ
ん
』

南
外
支
所
で
は
、
ぬ
く

も
り

の
郷

（
温
泉

）
を

利
用
さ
れ

て
い
る

６５

歳

以
上

の
高
齢
者

の
方
を

対
象

に
、
地
域

で
互
い

が

支

え
あ

い
、

笑
顔

で

暮

ら

し
て
い
け

る
よ
う

に
交
流

の
機
会

つ
く
る

ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
活
動

『
ぬ
く
も
リ
サ
ー
ク
ル
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

囲
碁
・
将
棋
サ
ロ
ン

手
芸
サ
ロ
ン

手
お
ど
リ
サ
ロ
ン

を

下
記

の
日
程

で
開
催

し
て
い
ま
す
。

※
介
護

予
防

と

し
て

も
効

果
が

期
待

さ
れ

る

と
思
い
ま
す
。

毎
回
午
前

‐０
時
か
ら

無
料
で
誰
で
も
参
加

OK
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これ らの事業は 皆様よりご協力いただいている年会費や赤い羽根共同募全を財源 として実施されています。


